
第１問 地図の読み取りと活用，および日本の自然災害に関する次の問い（問１～

６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１は，日本のある地域を示したものである。この地域にみられる特徴

について述べた文として最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。
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地理院地図により作成。

図 １

� 河川による侵食のため，国道の西側の方が東側よりも傾斜が緩い。

� 国道の西側は水はけや日当たりがよいため，果樹園が広がっている。

� 国道の東側の水を得やすい地域には，集落や水田が分布している。
おおたに

� 土砂の堆積により大谷川の河床は高く，河川が国道や鉄道の上を通る。
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問 ２ 次の図２は，陰影をつけて地形の起伏を表現した関東地方の地図上に，気温

が３０℃以上となる年間時間数の分布を示したものである。図２中の Aと B

は，高温となる時間が特に長い地点を示している。図２を見た先生と生徒によ

る会話文中の空欄アとイに当てはまる語句と地点との組合せとして最も適当な

ものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２
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図 ２

先 生 「高温となる時間の長い地域がいくつか局所的に分布しています。ヒート

アイランド現象や，風が（ ア ）際に高温となるフェーン現象など，いく

つかの要因が複合的に作用していると考えられます」

生 徒 「地形条件から推測すると，地点ＡとＢとを比較した場合，（ イ ）の方

が，フェーン現象による影響を受けやすいのではないでしょうか」
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問 ３ GISは，地域の望ましい施設配置を検討する際に役立つ。次の図３は，ある

地域における人口分布と現在の役所の支所，および追加で配置する支所の候補

地点カとキを示したものである。また，図４は，最寄りの支所からの距離別人

口割合であり，ａとｂは，カとキのいずれかに�か所目の支所が配置された後

の状況を示したものである。さらに，後の文ＤとＥは，カとキのいずれかに支

所を配置するときの考え方を述べたものである。候補地点キに当てはまる距離

別人口割合と考え方との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちか

ら一つ選べ。 ３
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図 ３
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国勢調査などにより作成。

図 ４

考え方

Ｄ 公平性を重視し，移動にかかる負担の住民間の差をできるだけ減らす。

Ｅ 効率性を重視し，高い利便性を享受できる住民をできるだけ増やす。

� � � �

距離別人口割合 ａ ａ ｂ ｂ

考え方 Ｄ Ｅ Ｄ Ｅ
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想定火口位置

問 ４ 次の図５は，ある地域の火山防災マップであり，図６は，図５と衛星画像を

地形の�Dモデルに重ね合わせたものである。また，後の文サ～スは，図５

中のＪ～Ｌのいずれかの地点における火山災害の危険性について述べたもので

ある。Ｊ～Ｌとサ～スとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうち

から一つ選べ。 ４

溶岩流
　の範囲

火砕流
　の範囲

火砕流周辺
　の熱風の範囲

大きな噴石の到達範囲

想定火口位置
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自治体の資料により作成。

図 ５

地理院地図などにより作成。

図 ６

まぬが

サ 小高い場所のため，溶岩流や火砕流の到達は免れるが，火砕流周辺の熱風

は到達する可能性がある。

シ 山麓部のため，火砕流が流れ込む危険があるほか，谷に沿って流れてくる

溶岩流の一部が見えない可能性がある。

ス 想定火口位置との間に尾根があるため，溶岩流や火砕流が流れ込む危険は

小さいが，火口付近の状況が確認しにくい可能性がある。
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問 ５ 造成された住宅地の中には，地震による被害に差異がみられる場合がある。

次の図７は，住宅地造成前後の地形断面を模式的に示したものであり，�～�

は，造成後の宅地の場所である。他の宅地よりも地盤が固く，地震発生時には

揺れにくいと考えられるが，周辺の盛り土からの崖崩れの可能性がある宅地と

して最も適当なものを，図７中の�～�のうちから一つ選べ。 ５

住宅地造成前の地表面

住宅地造成後の地表面

図 ７
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問 ６ 防災・減災の取組みの中には，自然環境の多様な機能をいかした社会資本の

整備や土地利用を図ろうとする考え方にもとづくものがある。この考え方に当

てはまる防災・減災の事例として適当でないものを，次の�～�のうちから一

つ選べ。 ６

� 海岸と田畑との間にマツの植栽を行うことで，海からの飛砂や風の被害を

防ぐ。

� 植林地が荒廃しないように継続的に管理することで，斜面崩壊による土砂

災害を防ぐ。

� 堤防沿いに竹を植栽することで，洪水時にあふれた水を早く排出して下流

の洪水被害を軽減する。

� 流域の水田を一時的に水をたくわえる遊水地として利用することで，河川

の氾濫による洪水被害を軽減する。

地理Ａ
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第２問 世界の生活・文化に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 作物の生産は，地域における消費や食文化と関連する。次の図１は，ジャガ

イモの生産量と�人当たり年間消費量について，世界の上位１０か国を示した

ものである。図１から読み取れることがらとその背景について述べた文として

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ７

生産量

上位
10　か国

�人当たり
年間消費量

中国には台湾，ホンコン，マカオを含まない。統計年次は２０１７年。FAOSTATにより作成。

図 １

� 生産量が多いアメリカ合衆国では，ジャガイモは国内向けに生産されてお

り，加工食品用ではなく主に生食用として消費されている。

� 生産量が多いインドや中国では，ジャガイモは単位面積当たりの収量が多

いために栽培が盛んであり，ほとんどが輸出向けとなっている。

� 生産量と�人当たり年間消費量が多い東ヨーロッパでは，冷涼でやせてい

る土地でも育つジャガイモが広く生産され，日常食として定着している。

� �人当たり年間消費量が多いイギリスでは，ヨーロッパで初めてジャガイ

モが持ち込まれ，食文化の中に定着している。

地理Ａ
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問 ２ 世界には家畜とともに暮らす人々がいる。次の図２中のＡ～Ｃは，水牛，ト

ナカイ，ラクダを家畜として利用する主な地域に含まれる，いずれかの地点の

年降水量と気温の年較差を示したものである。また，後の文ア～ウは，図２中

のＡ～Ｃを含む地域のいずれかでみられる家畜について説明したものである。

Ａ～Ｃとア～ウとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一

つ選べ。 ８
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図 ２

ア 乾燥に強く，水を飲まずに長時間の移動が可能で，交通・運搬のほか，乳

や肉は食料，毛は織物，皮は衣服などとして利用されている。

イ 寒さに強く，そりでの運搬のほか，肉や血は食料，皮は衣服や住居，骨や

角は薬や道具などの材料として利用されている。

ウ 農地の耕作や運搬に使われるほか，乳や肉は食料，皮は衣服，角は印材な

どとして利用されている。
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問 ３ 人々は地域の自然環境に適応しながら暮らしてきた。次の図３中のＥ～Ｇ

は，生活や産業に風の影響がみられる地域を示したものである。また，後の文

章カ～クは，Ｅ～Ｇのいずれかに関することがらについて述べたものである。

Ｅ～Ｇとカ～クとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一

つ選べ。 ９
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図 ３

カ この地域では，家屋に煙突のような突き出た塔がみられる。夏の暑さをし

のぐため，上空の風を家屋に取り込む構造となっている。

キ この地域では，強風によって家屋に被害が及ぶことがある。そのため，避

難用のシェルターが地中や家屋の近くに設置されている。

ク この地域では，卓越風が地域の産業と密接に結びついていた。かつては，

風力が主に排水や製粉，製材に利用されていた。
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問 ４ 次の写真１は，アラビア半島南端に位置するイエメンの都市，シバームを撮

影したものである。この都市は，ハドラマウト川の渓谷地帯にある古都で，交

易の中心地として栄え，世界文化遺産にも登録されている。写真１に関連する

ことがらについて述べた文として適当でないものを，写真１中の�～�のうち

から一つ選べ。 １０

　水の流れがない時期には，交通
　路として利用されている。

　防衛と洪水対策のために建てら
　れた城壁で市街が囲まれている。

　地震対策として，高層の建物は
　主にコンクリートで造られている。

　砂嵐を防ぎ，日陰を利用するた
　め，建物を密集させている。

写真 １

地理Ａ

―１３１― （２１０２―１３１）



問 ５ 次の写真２は，ヨーロッパのある地域における建築物であり，後の図４中の

�～�は，ヨーロッパにおける主な言語とキリスト教の主な宗派との組合せを

示したものである。写真２の建築物がある地域の主な言語と宗派との組合せと

して最も適当なものを，後の図４中の�～�のうちから一つ選べ。 １１

写真 ２

主な言語

ゲルマン語派 スラブ語派 ラテン語派

キ
リ
ス
ト
教
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宗
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カトリック � � �

正教 � � �

プロテスタント 	 
 �

図 ４
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問 ６ 次の表１は，オーストラリアにおける出生地別の人口割合の変化を示したも

のであり，ａとｂは，１９９６年と２０１６年のいずれかである。また，図５は，

オーストラリア全体とシドニー大都市圏における家庭での使用言語の割合を示

したものであり，Xと Yは，オーストラリア全体とシドニー大都市圏のいず

れかである。表１と図５に関する文章中の空欄サとシに当てはまる語句と記号

との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １２

表 １
（単位：％）

出生地
人口割合

ａ ｂ

オーストラリア ７３．７ ７８．０

イギリス ４．６ ６．０

ニュージーランド ２．２ １．６

中 国 ２．２ ０．６

インド １．９ ０．４

フィリピン １．０ ０．５

ベトナム ０．９ ０．９

イタリア ０．７ １．３

中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含

まない。Parliament of Australiaの資料など
により作成。
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その他

英語のみ

統計年次は２０１６年。

Australian Bureau of Statisticsの資料
などにより作成。

図 ５

出生地別の人口割合は，（ サ ）に変化した。それに伴って，家庭での使用

言語にも変化がみられる。オーストラリア国内でも地域による違いがみられ，

シドニー大都市圏に該当するのは（ シ ）である。

� � � �

サ ａからｂ ａからｂ ｂからａ ｂからａ

シ X Y X Y
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第３問 地理研究部のイオリさんたちは，東アジアの暮らしについて，地域性と結

びつきに着目して調べた。イオリさんたちが探究したことに関する次の問い（問

１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ イオリさんたちは，東アジアの気候について調べ，次の図１と後の図２にま

とめた。図２中のア～エは，図１中のラサ，シーアン，タイペイ，プサンのい

ずれかの地点における最暖月と最寒月の月平均気温，および最多雨月と最少雨

月の月降水量を示したものである。プサンに該当するものを，後の�～�のう

ちから一つ選べ。 １３

シーアンシーアンシーアン

タイペイタイペイタイペイ

プサンプサンプサン

ラサラサラサ

ＡＡ

CC

BB

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。

国土地理院の資料などにより作成。

図 １
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『理科年表』により作成。
図 ２
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問 ２ 東アジアには自然環境に応じて様々な食文化がみられるのではないかと考え

たナツキさんは，麺類に着目して次の資料１にまとめた。資料１中のカ～ク

は，前ページの図１中の地点 A～Cを含む地域のいずれかで伝統的に食べられ

てきた麺類に関して示したものである。カ～クと A～Cとの組合せとして最も

適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １４

資料 １

カ

二毛作の農作物として小麦が生産されている。

小麦粉から麺を手延べするほか，野菜などの具

材を入れる。

キ

主に小麦が生産されている。小麦粉を麺の材料

として利用するほか，イスラーム（イスラム教）

の文化の影響から，豚肉ではなく牛肉を入れ

る。

ク

低温に強いソバが広く生産されている。そば粉

を麺の材料に加えるほか，冬の保存食としてつ

くる辛い漬物の汁を入れる。

� � � � � �

カ A A B B C C

キ B C A C A B

ク C B C A B A
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問 ３ イオリさんは，食に関する暮らしの変化をとらえるために，東アジアの食料

消費について調べた。次の図３は，日本，韓国，中国＊における重要な穀物で

ある小麦と米の�人当たり年間供給量の変化を示したものである。図３中の空

欄ＥとＦは小麦と米のいずれか，サとシは日本と中国のいずれかである。小麦

と日本との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １５

＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。
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FAOSTATにより作成。

図 ３
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問 ４ イオリさんたちは，東アジアの結びつきによっても暮らしが支えられている

のではないかと考え，日本，韓国，中国＊の�か国間の貿易を調べた。次の

図４は，�か国間の取引割合を示したものであり，ＪとＫは乗用車と野菜＊＊の

いずれか，タとチは韓国と中国のいずれかである。野菜と韓国との正しい組合

せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １６

＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。
＊＊乾燥，生鮮，冷蔵，冷凍などを含む。

30　％以上

15　％未満

15　～　30　％

日本

タ チ

K

日本

タ チ

J

�か国間の輸入取引額の合計が１００％となるようにした。
統計年次は２０１８年。UN Comtradeにより作成。

図 ４
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問 ５ 次にイオリさんは，サービスに関する日本の貿易を調べた。次の表１は，い

くつかの国・地域に対する日本の国際収支のうち，知的財産使用料＊と文化・

娯楽等サービスの収支を示したものであり，表１中のマとミは知的財産使用料

と文化・娯楽等サービスの収支のいずれか，ＭとＮは韓国と中国＊＊のいずれか

である。文化・娯楽等サービスの収支と中国との正しい組合せを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 １７

＊著作権料や特許料など。
＊＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。

表 １

（単位：億円）

マ ミ

Ｍ ５，２８４ ８４

台 湾 ７５９ ６

Ｎ ３８８ －２８０

２０１５～２０１９年の平均値。

日本銀行の資料により作成。

� � � �

文化・娯楽等サービスの収支 マ マ ミ ミ

中 国 Ｍ Ｎ Ｍ Ｎ
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問 ６ 最後にナツキさんは，人々の移動に着目して訪日旅行者の動向をまとめた。

次の図５は，２０００年から２０１８年にかけての韓国，台湾，中国＊からの訪日旅

行者数の推移を示したものであり，図６は，２０１８年における訪日旅行者の地

方別延べ宿泊数＊＊の国・地域別内訳を示したものである。図５中のラとリ，お

よび図６中の凡例ＰとＱは，韓国と中国のいずれかである。中国に該当する正

しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １８

＊ホンコンとマカオを含まない。
＊＊宿泊者数×宿泊数。

0

200

400

600

800

1000

2000 2010

万人

ラ リ 台湾
2018　年

JNTOの資料により作成。

図 ５

Ｐ
Ｑ
台湾
その他

宿泊地で集計したもの。JNTOの資料により作成。

図 ６

� � � �

訪日旅行者数の推移 ラ ラ リ リ

訪日旅行者の地方別延べ宿泊数 Ｐ Ｑ Ｐ Ｑ
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第４問 地球的課題に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 食料問題の背景の一つに，食料用途以外での穀物利用の増加があげられる。

次の図１は，穀物の消費量に占める用途別の割合を地域ごとに示したものであ

り，アとイはアフリカとヨーロッパのいずれか，凡例ＡとＢは食料用途と飼料

用途のいずれかである。ヨーロッパと飼料用途との正しい組合せを，後の�～

�のうちから一つ選べ。 １９

0 20 40 60 80 100　%

イ

アジア

ア
Ａ
Ｂ
その他

統計年次は２０１６年。FAOSTATにより作成。

図 １

� � � �

ヨーロッパ ア ア イ イ

飼料用途 Ａ Ｂ Ａ Ｂ
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問 ２ 次の資料１は，日本における食事ＤとＥに使用されている主な食材の重量と

産地を示したものである。これらの食事のフードマイレージ＊や食材の調達に

関連することがらについて述べた文として適当でないものを，後の�～�のう

ちから一つ選べ。 ２０

＊食材の重量に，生産地から消費地までの輸送距離を乗じた値。国内産の輸送距離は全

て同一とする。

資料 １

食事Ｄ

焼き魚定食

主な食材

・コメ １２０g 国内産

・アジ １００g 国内産

・大豆 ４０g アメリカ合衆国産

・大根 ２０g 国内産

食事Ｅ

ハンバーグ（目玉焼きのせ）セット

主な食材

・牛肉 １２０g アメリカ合衆国産

・小麦粉 １００g カナダ産

・卵 ４０g 国内産

・コーヒー豆 ２０g タンザニア産

� 食材の重量が倍増しても，使用食材をすべて国内産に変更することで，食

事ＤとＥともにフードマイレージは小さくなる。

� 食事ＤとＥのフードマイレージを計算すると，食事Ｄよりも食事Ｅの値が

大きい。

� 食事Ｅについて，使用食材をすべて国内産に変更することで，食事をつく

るのに必要な単価を大幅に低下させることができる。

� 食事Ｅについて，フェアトレードの仕組みを活用することによって単価は

上昇するが，その上昇分が生産者に還元されることになる。

地理Ａ
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問 ３ 次の表１は，２０１８年と２０３０年におけるメガシティ＊の数を地域別に示した

ものであり，Ｊ～Ｌは，アジア，アフリカ，北アメリカのいずれかである。ま

た，メガシティの現状と課題に関する文章中の空欄ａには，文カとキのいずれ

かが当てはまる。Ｋに該当する地域と空欄ａに当てはまる文との組合せとして

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２１

＊人口１０００万人以上の都市や都市圏。

表 １

２０１８年の

メガシティ数

２０３０年の

メガシティ数（予測値）

Ｊ ２０ ２７

中央・南アメリカ ６ ６

Ｋ ３ ５

Ｌ ２ ２

ヨーロッパ ２ ３

オセアニア ０ ０

The World’s Cities in 2018により作成。

世界各地のメガシティの特性を比較すると，発生する都市問題は地域によっ

て異なる傾向がみられる。例えば，中央・南アメリカのメガシティでは，

（ ａ ）が顕著な問題となっており，対策が求められている。

カ 急速に進む高齢化と社会基盤の老朽化

キ 人口増加に伴って生じるスラムの拡大と居住環境の悪化

� � � � � �

Ｋ アジア アジア アフリカ アフリカ 北アメリカ 北アメリカ

ａ カ キ カ キ カ キ
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問 ４ モータリゼーションの進展は，環境問題との関わりが大きい。次の図２は，

いくつかの国の１９９０年と２０１５年における人口千人当たりの自動車保有台数

と，人口千人当たりの窒素酸化物排出量＊を示したものである。図２中のサ～

スは日本，アメリカ合衆国，ポーランドのいずれか，凡例ＸとＹは１９９０年と

２０１５年のいずれかである。ポーランドと２０１５年との正しい組合せを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ２２

＊窒素酸化物は大気汚染物質の一つであり，排出量は自動車，船舶，航空機などの移動

する発生源からの値を示す。

千人当たりの自動車保有台数
1000　台800600400200

60
トン
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40

20
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00

千
人
当
た
り
の
窒
素
酸
化
物
排
出
量 シ

ス

サ

X

Y

『世界の統計２０１８』などにより作成。

図 ２

� � � � � �

ポーランド サ サ シ シ ス ス

２０１５年 Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ
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問 ５ 次の図３は，スマートフォンなどの電子機器に利用される金属であるタンタ

ルと，古くから貴金属として利用されてきた金の産出量を国・地域別に示した

ものである。鉱物の分布と採掘をめぐる課題に関する文章中の下線部�～�の

うちから，適当でないものを一つ選べ。 ２３

トン
720
320
80

トン
720
320
80

タンタル

金

中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。

統計年次は２０１７年。USGSの資料などにより作成。

図 ３

図３から，�金よりもタンタルの方が産出国に偏りがあること，また�タ

ンタルは金と比べて産出量が少ないことがわかる。分布や産出量から，�タ

ンタルより金の方が，産出国の政情不安が世界全体の産出量に影響を与えやす

いといえる。タンタルはレアメタルの一つであり，�情報通信機器の世界的

な普及などに伴い需要が増加しているが，レアメタルは武装集団が資金源とす

るなど，紛争と関わることもあるため，利用国側の姿勢が問われている。
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問 ６ 現代社会の変化は，世界各地の先住民族の暮らしに影響を及ぼしている。次

の図４中のＰ～Ｒは，いくつかの先住民族が主に居住する地域を示しており，

後の文タ～ツは，図４中のＰ～Ｒのいずれかに居住する先住民族に関連するこ

とがらについて述べたものである。Ｐ～Ｒとタ～ツとの最も適当な組合せを，

後の�～�のうちから一つ選べ。 ２４

PP

QQ

RR

図 ４

タ この地域の先住民族の言語は，１９７０年代にこの地域の公用語となり，観

光に活用されるなど，文化の多様性のシンボルとなっている。

チ この地域の先住民族は，移動しながら採集や狩猟などを行ってきたが，野

生動物保護区の設置などに伴って定住化が進んでいる。

ツ この地域では，先住民族が焼畑による自給的な作物栽培を行ってきたが，

近年では商品作物の栽培が拡大し，森林の生物多様性が損なわれている。

� � � � � �

Ｐ タ タ チ チ ツ ツ

Ｑ チ ツ タ ツ タ チ

Ｒ ツ チ ツ タ チ タ
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とま こ まい

第５問 東北地方に住む高校生のリサさんとユイさんは，北海道苫小牧市とその周

辺の地域調査を行った。この地域調査に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ リサさんたちは，調査に出発する前に次の図１を見て，苫小牧市周辺の景観

の特徴について考えた。図１から考えられることがらについて述べた文として

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２５

苫小牧港苫小牧港苫小牧港市役所市役所市役所

弁天沼弁天沼弁天沼

ウトナイ湖ウトナイ湖ウトナイ湖

勇払駅勇払駅勇払駅

沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅

樽前山樽前山樽前山

苫小牧駅苫小牧駅苫小牧駅

苫小牧中央
インターチェンジ
苫小牧中央
インターチェンジ
苫小牧中央
インターチェンジ

0 2　km水域
湿地
高速道路
国道
鉄道

等高線
航路

地理院地図により作成。

図 １

� 南側からフェリーで苫小牧港に近づくと，進行方向に向かって右側に市街
たるまえさん

地と樽前山が見えるだろう。
ゆうふつ べんてんぬま

� 列車で勇払駅から東に向かうと，左側に弁天沼やウトナイ湖の水面が見え

るだろう。
ぬま の はた

� 沼ノ端駅のそばを通る国道を北西方向に歩いていくと，その先に湿地の見

える場所があるだろう。

� バスで苫小牧中央インターチェンジから高速道路を西に向かうと，右側に

は市街地が，左側には樽前山が見えるだろう。
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問 ２ 先生から借りた過去の�万分の�地形図（原寸，一部改変）を見たリサさんた

ちは，次の図２のように，苫小牧市周辺で多くの川が河口付近で屈曲し，流路

が頻繁に変化していることに気づいた。川の流路が変化している理由を知るた

めに，リサさんたちは，苫小牧市内の博物館を訪問して学芸員に質問した。リ

サさんたちと学芸員との会話文中の空欄ア～ウに当てはまる語句の組合せとし

て最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２６

1909　年

小
糸
魚
川

小
糸
魚
川

小
糸
魚
川1935　年 1953　年

図 ２

リ サ 「なぜ，この地域では図２のように多くの川が河口付近で曲がり，海岸線

と平行に流れるのですか」

学芸員 「苫小牧市の海岸は，直線的に砂浜が続くのが特徴です。これは，

（ ア ）によって運ばれる砂の堆積が最も大きな理由です。他方で，この

地域では（ イ ）になると，河川の流量が大幅に減少するため，河口付近

が砂でふさがれて，川の流路がたびたび変わるのです」

ユ イ 「（ イ ）には，河川よりも海の運搬・堆積作用の方が（ ウ ）なるとい

うことですね」

� � � � 	 
 � �

ア 沿岸流 沿岸流 沿岸流 沿岸流 潮 汐 潮 汐 潮 汐 潮 汐

イ 夏 季 夏 季 冬 季 冬 季 夏 季 夏 季 冬 季 冬 季

ウ 大きく 小さく 大きく 小さく 大きく 小さく 大きく 小さく
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問 ３ リサさんたちは，苫小牧港の整備と苫小牧市の発展について，市役所の職員

から話を聞いた。次の図３は，苫小牧市周辺の概要と，陰影をつけて地形の起
むろらん

伏を表現した苫小牧港と室蘭港の地図である。また，後の図４は苫小牧港と室

蘭港の海上貨物取扱量の推移を，図５は２０１８年における両港の海上貨物取扱

量の内訳を示したものである。これらの図をもとにした，リサさんたちと職員

との会話文中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ選べ。

２７

bb

a

b

室蘭市室蘭市室蘭市

室蘭港室蘭港室蘭港

苫小牧市苫小牧市苫小牧市
苫小牧港苫小牧港

札幌市札幌市札幌市

0

鉄道
高速道路

aa

1　km 10　km 0

1　km 0

地理院地図などにより作成。

図 ３
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室蘭港

苫小牧港

苫小牧港統計年報などにより作成。

図 ４

国内の移出入
(フェリー)
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海外との輸出入

百万トン
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苫小牧港統計年報などにより作成。

図 ５
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職 員 「室蘭港は，１９６０年代まで工業製品や北海道の内陸部で産出されたエネル

ギー資源を本州に積み出す，北海道でも有数の港湾でした」

リ サ 「�室蘭港が，内湾に面していて波が穏やかな天然の良港だからですね」

職 員 「一方で，現在の苫小牧港は，１９６３年に大規模な掘り込み式の港湾として

整備されてから，急速に海上貨物取扱量を増やしていきます」

ユ イ 「苫小牧港が発展したのは，�人口が多い札幌市やその周辺の地域に近い

ことと，北海道の中央部からの輸送距離が短縮できたためでしょうね」

職 員 「かつての苫小牧市では，戦前に立地した一部の大工場がみられる程度で

した。苫小牧港が整備されて以降，港湾に関連する産業も成長しました。

人口も増え，苫小牧市は北海道内で屈指の工業都市となりました」

リ サ 「苫小牧市で港湾関連の産業が発達したのは，�港の近くが平坦で，巨大

な倉庫や工場を造りやすかったことも関係していますね」

職 員 「２０１８年時点で苫小牧港は，北海道で最も海上貨物取扱量が多い港湾で

す。苫小牧港は，フェリーが海上貨物取扱量の半分以上を占めているのが

特徴です」

ユ イ 「フェリーを除いた海上貨物取扱量をみると，�苫小牧港は，海外との貿

易の占める割合が室蘭港よりも高いですね。苫小牧港は，北海道の重要な

海の玄関口となっているのですね」

地理Ａ
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問 ４ 市役所の職員の話に興味をもったリサさんたちは，苫小牧港整備以降の工業

の変化を統計で確認した。次の表１は，製造業のいくつかの業種の変化につい

て，北海道の製造品出荷額に占める苫小牧市の割合と，苫小牧市の製造品出荷

額に占める各業種の割合を示したものである。また，表１中のＡ～Ｃは，食料

品，石油製品・石炭製品，パルプ・紙・紙加工品のいずれかである。業種と

Ａ～Ｃとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２８

表 １

（単位：％）

北海道の製造品出荷額に占める

苫小牧市の割合

苫小牧市の製造品出荷額に占める

各業種の割合

１９７１年 ２０１８年 １９７１年 ２０１８年

Ａ ２８．６ ３１．６ ５４．１ ９．６

Ｂ ３．７ ６９．５ ０．７ ５６．１

Ｃ ０．９ ０．４ ５．８ ０．７

『工業統計表』などにより作成。

� � � � � �

食料品 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

石油製品・石炭製品 Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ａ Ｂ

パルプ・紙・紙加工品 Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ

問 ５ リサさんたちは，苫小牧市内のいくつかの住宅地区を歩き，建物や街並みの

特徴をメモした資料１と，１９９５年と２０１５年の年齢別人口構成を示す図６を作

成した。図６中のカとキは，資料１中の地区ｄとｅのいずれかにおける人口構

成の変化を示したものであり，Ｘ年とＹ年は，１９９５年と２０１５年のいずれかで

ある。地区ｄに該当する図と１９９５年との正しい組合せを，後の�～�のうち

から一つ選べ。 ２９
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地区ｄ　市中心部の社員用住宅地区 地区ｅ　郊外の戸建て住宅地区

資料 １

20　％

Ｘ年 Ｙ年

カ

0　～　4
10　～　14
20　～　24
30　～　34
40　～　44
50　～　54
60　～　64
70　～　74
80　～　84
90　～

20 15 1510 105 50

歳

20　％

Ｘ年 Ｙ年

キ

0　～　4
10　～　14
20　～　24
30　～　34
40　～　44
50　～　54
60　～　64
70　～　74
80　～　84
90　～

20 15 1510 105 50

歳

国勢調査により作成。
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問 ６ 現地での調査を終えたリサさんたちは，学校に戻り調査結果と地域の問題に

ついて次の図７を見ながら先生と話し合った。図７は，１９９５年から２０１５年に

かけての人口増減を示したものである。また，会話文中の空欄Ｅには語句サと

シのいずれか，空欄Ｆには文タとチのいずれかが当てはまる。空欄ＥとＦに当

てはまる語句と文との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから

一つ選べ。 ３０
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国勢調査などにより作成。

図 ７

リ サ 「苫小牧市では，私たちの住む市と似た問題もみられました。空き店舗や

空き地が増えたり，街に来る人が減少したりするなどの問題が，（ Ｅ ）

側の市街地ではみられます」

先 生 「同じような問題は，全国の地方都市でも共通してみられます。では，こ

の問題の解決に向けた取組みを，構想してみてください」

ユ イ 「この問題の解決には，（ Ｆ ）が考えられるのではないでしょうか。こ

の取組みは，温室効果ガスの削減にもつなげられると思います」

先 生 「いいですね。今回の調査と考察を私たちの住む市でも活用してください」
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（ Ｅ ）に当てはまる語句

サ 市役所の西

シ 苫小牧港の北

（ Ｆ ）に当てはまる文

タ 郊外で大型の駐車場を備えたショッピングセンターの開発や，大規模なマ

ンションの建設を進めること

チ 利用者の予約に応じて運行するバスの導入や，公共交通機関の定時運行に

よって利便性を高めること
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